
第２０回全日本中学生バドミントン選手権新潟県選手選考会 開催要項 

 

１ 主 催   新潟県バドミントン協会 

２ 共 催   新潟支部バドミントン協会 

３ 主 管   新潟県中体連バドミントン専門部 新潟県バドミントン協会選手強化委員会 

         燕市立吉田中学校 

４ 期 日   令和元年１０月５日(土)～６日(日) 

５ 日 程        ＜５日(土)＞      ＜６日(日)＞ 

開  場  ７：００        ７：３０ 

受  付  ７：３０        ８：００ 

公式練習  ７：５０頃       ８：１５ 

代表者会議 ８：００        ８：３０ 

開会式   ８：３０ 

競技開始  ９：００        ９：００ 

終了後、表彰式(閉会式は行わない) 

※５日(土)の試合数はエントリー数を考慮して、組み合わせ会議で決定する。 

６ 会 場   男子会場 

＜５日(土)＞ 西川総合体育館 新潟市西蒲区善光寺369－1 

※５日(土)は、全体のエントリー数が少ない場合は吉田総合体育館になる場合もある。 

         ＜６日(日)＞ 西川総合体育館 新潟市西蒲区善光寺369－1 

         女子会場 

＜５日(土)＞ 吉田総合体育館 燕市吉田本所176－1 

         ＜６日(日)＞ 西川総合体育館 新潟市西蒲区善光寺369－1 

７ 競技方法   競技規則 ２０１９年度(公財)日本バドミントン協会競技規則並びに同大会運営規程および公

認審判規程による。 

種  別 男子・女子 

種  目 ダブルス・シングルス 

試合方法 トーナメントによる個人戦 正規ポイント 

 シングルスのみ第３代表決定戦を行う 

試 合 球 第１種、２種検定合格水鳥球 

８ 参加資格   ① ２０１９年度(公財)日本バドミントン協会並びに新潟県バドミントン協会に登録している

中学校の生徒(１・２年生)であること。 

② 出場枠を各学校(クラブチーム)１２名以内とし、複４組、単４名以内とする。単複を兼ね

ることはできない。 

③ 登録を学校で行っている場合でも、活動主体が社会体育(同一クラブチーム)にある場合は、

異なる学校の生徒同士が複にエントリーすることはできる。 

④ 上記の②の各学校(チーム)の出場枠１２名以内に抵触することはできない。 

＜注＞同中学校の部員が、ジュニアクラブチームと別れて１２名以上エントリーすることはでき

ない。不明な点は問合せてください。活動主体とは、ただ登録しているということでなく、

定期的に練習を一緒にしているという実態があるということです。 

９ 参 加 料   一人 １，２００円(当日受付にて) ※〆切以降のキャンセルは、参加料を納入してください。 

10  表 彰    ３位までの入賞者には賞状を授与する。 

11  申 込 先   所定の用紙に必要事項を記入の上、申込先へ締め切り日までに送付すること。参加申込書に登



録番号が記載されていない場合は、参加申込書を受け付けられないので、必ず記載すること。 

 

申込先  郵送  〒950-2055 新潟市西区寺尾上３－１－３６ 

新潟市立坂井輪中学校 

                    大関 政人  宛 

e-mail  kinoto-jhs.t14@tainai.ed.jp （加藤 知広 宛て） 

                （ファイル名を男女、所属名にして添付してください。）  

＜申込書のダウンロードについて＞ 

新潟県バドミントン協会のＨＰよりダウンロードできます。 

http://www.badminton.ne.jp/secretariat.html 

（新潟県バドミントン協会HP→競技／ランキング→大会予定／結果→大会要項・申し込み用紙） 

＜申込みについて＞ 

・申込みは、メールと郵送のどちらもして下さい。メールは、そのまま選手名簿になります。 

・郵送が正規の申込み。代表者の押印が必要。封筒に朱書きで｢大会申込み｣を記載すること。 

・トラブル防止のためメールを送付する場合、確認記録(開封確認メッセージなど)をオプションで 

設定すること。オプションをつけられない場合は、必ずその旨を送信時に記入してください。 

12 締 切 日   令和元年９月７日（土）必着のこと。 

13 組 合 せ   競技役員長の指示の下、現行の大会運営規程第５章第28条～32条を適用する。 

令和元年９月１５日（日）     ９時００分より   於：東新潟中学校 

なお、組合せ結果については、組合せ会議実施後に県協会 HP に掲載する。 

14 審 判   ・主審・線審・得点係は、試合を終えた選手とする。 

・２日目の主審・線審・得点係は、２日目に勝ち残った選手１名（1 ペア）につき１名ずつそ

れぞれの所属チームに帯同審判を割り当てることとする。２日目に選手が勝ち残った場合は審

判専任の役員を必ず帯同させること。 

15 そ の 他   ・試合中の応急手当は行うが、その後の責任は一切負いません。 

・競技者の服装は、（公財）日本バドミントン協会大会運営規定 23 条による。但し、上着の背 

面部中央部に必ず日本協会登録団体名、氏名(同一チームに二人以上いる場合は、名前の一部 

も)を表示すること。大きさは、同規定第 24 条(1)に定める大きさとすること。また、監督・ 

コーチも品位ある服装を心掛けてください。 

・大会に参加するチームは責任を持って選手を引率し、対応すること。 

・大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものとし、これ以外の目 

的に利用することはありません。 

・個人氏名並びに加盟団体名、入賞者写真については、大会結果等も含め、県協会ホーム 

ページに公開いたします。また、報道・メディアの求めに応じて競技会場内での取材、 

写真撮影を認め、大会結果等を提供いたします。 

 ＜本大会の登録選手について> 

① 本予選会のシングルス１～３位（男女各３名）を本大会（令和２年３月２７日～２９日，東京都八王子市）

の登録選手とする（男女合計６名）。但し、日本バドミントン協会のジュニアナショナルの選手が、日本代

表選手としての大会、合宿等に参加するため本予選会に出場できない場合など特殊なケースが発生した場合

は、その後の強化練習会でジュニアナショナルの選手を交えた選考会を行い決定する。 

② ダブルスの優勝ペアと、シングルスの登録選手を除くベスト８以上の選手の中から、強化練習会や大会の

結果をふまえて強化委員会の推薦により追加登録する。 

③ 本大会でのメンバー起用については、県協会選手強化委員会に一任していただきます。 

 

http://www.badminton.ne.jp/secretariat.html

